
約3週間海外で学ぶ1年次の必修科目「海外フィールド・リサーチ」
や、2年次以降に海外でインターンシップを行う「国際キャリア開
発リサーチ」など、海外で行うリサーチ科目が充実。海外実習で専
門領域の課題に取り組む他、NPOや開発援助団体での就業体験
を通して、異文化交流のダイナミズムを現場で体感します。

現代社会が抱える課題は、国や地域を越えてグローバル化してお
り、地球規模で取り組むことが求められます。そこで2年次からは
各自の関心や将来の進路に合わせたコース選択や、英語で授業
が行われる専門教育科目、専門性を深化させる演習科目などを通
して、専門知識と実践的な英語力を同時に身に付けていきます。

海外を体感する

専門を深める

１年次は全員が海外へ、
２年次からはコース選択、留学も

学びの特色

国境を越えて「道」を見つける

基幹科目

演習科目

実践科目

入門科目
展開科目

ゼミ（演習）

3年次からは、1〜2年次の学びに基づき、
より専門的な学びを深めていきます。関心のあるテーマを分析・考察する力を身に付けます。

「English for Academic Purposes」などの科目があり、英語のレベルでクラス分けされるため、
少人数授業の中で段階的に力を伸ばすことが可能です。

約3週間、海外でリサーチ

国際関係学における政治・経
済・共生の基礎知識を修得。

3つのコースから選択。他コースの科目も履修しながら、横断的に学びを展開します。

1年次

3年次

2 年次

4 年次

学びの基礎を築き、 
全員が海外へ

各自の関心や将来の進路に
合わせて、コースを選択 

専門テーマの研究を開始。
自身の体験を深める学びも 

大学生活の集大成として
研究成果をまとめる

国際関係・政治コース

海外フィールド・リサーチ

国際関係・経済コース

交換留学・派遣留学・認定留学

国際キャリア開発リサーチ

国際関係・共生コース

「国際政治学」「外交論」などの授
業を通して国家間の課題を発見し、
その解決に取り組むのに必要な知
識や分析力を獲得します。

「国際経済論」「国際貿易論」など
を学ぶことで、グローバル経済と国
内産業構造の変化を総合的に捉え、
日本経済の将来を考えます。

「国際社会学」「国際文化論」など
の学びを通して、国際社会の問題
をさまざまな視点から分析。課題の
解決策や新たな可能性を探ります。

詳細はWebで

半年から1年の本格的な「長期留学」

「グローバル人材」の資質を磨く

4年間の流れ

※留学制度の内容については、P.33に記載
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